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2 0 1 8 年 度
i序
　本学構内に残る遺跡の調査・研究および保存・活用を主たる業務としてきた文化財総合
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 ３ 　攪乱ＳＫ ２からの五輪塔出土状況（北から）
 ４ 　井戸ＳＥ20（西から）
 ５ 　井戸ＳＥ18（南から）
 ６ 　流路ＳＲ １検出状況（東から）
図版 ６　京都市田中関田町遺跡
 １ 　ＳＤ23出土遺物，ＳＤ24出土遺物 ２ 　石仏
図版 7　京都市田中関田町遺跡
 １ 　五輪塔⑴ ２ 　五輪塔⑵
図版 ８　京都市田中関田町遺跡




 １ 　調査地全景その １（表土撹乱除去後・東から）








 １ 　ＳＤ １北壁断面（南から）
 ２ 　ＳＤ １南壁断面（北から）
 ３ 　ＳＤ １上部の東肩断面（南から）
 ４ 　ＳＤ １上部の西肩断面（南から）
図版14　京都市白河街区跡・延勝寺跡・岡崎遺跡Ⅰ
 １ 　ＳＸ ２（南から）
 ２ 　ＳＸ ２（北から）
 ３ 　ＳＸ ２東肩（西から）
図版15　京都市白河街区跡・延勝寺跡・岡崎遺跡Ⅰ
 １ 　ＳＸ ２第 １列最下部の横木と西側の横板（北から）
 ２ 　ＳＸ ２第 １列の辺材（北から）
 ３ 　ＳＸ ２東肩の縦置きの板（西から）
 ４ 　ＳＸ ２第 ２～ ５列の杭（南から）
 ５ 　ＳＸ ２の構造材（東から）
 ６ 　ＳＸ ２第 ４列の横木直下の堆積相（南から）
図版16　京都市白河街区跡・延勝寺跡・岡崎遺跡Ⅰ
 １ 　ＳＸ ２第 ５列の横木直下の堆積相（南から）
 ２ 　ＳＸ ２第 ２列南側の底面（北から）
 ３ 　ＳＸ １（東から）
 ４ 　ＳＸ１横板の合わせ目（東から）
 ５ 　ＳＥ １井筒検出状況（南から）















































































































	 第 １章	 2 0 1 8 年 度 京 都 大 学 構 内 遺 跡 調 査 の 概 要
	 第 ２ 章	 京 都 市 田 中 関 田 町 遺 跡 の 発 掘 調 査





















立合調査　京都大学（北部）ガス管入れ替え工事（北部構内ＢＣ33区）	 （第 １章，図版 １－464）
　　　　　京都大学外国人宿舎（百万遍）新営（西部構内ＡＺ20区）	 （第 １章，図版 １－465）
　　　　　京都大学（吉田南）総合館ほか高圧ケーブル更新工事（吉田南構内ＡＲ23区）
	 （第 １章，図版 １－466）
　　　　　京都大学（医学部）外灯新設工事（医学部構内ＡＭ19区）	 （第 １章，図版 １－467）
　　　　　京都大学（熊野）キャンパス環境整備（熊野構内ＺＺ16区）	 （第 １章，図版 １－468）
　　　　　京都大学（本部）接地線改修に伴う工事（本部ＡＸ30区）	 （第 １章，図版 １－469）
　　　　　京都大学（西部）総合体育館躯体その他工事（西部ＡＸ20区）	 （第 １章，図版 １－470）












































































そのうち第 ４ａ層の明茶褐色土と第 ４ｂ層の灰黄褐色土は，第 ４層の茶褐色土に対応する。
北東部北半は盛土であり，その層序は後で説明をくわえる。それ以外の南半の各地層は，
本調査区の大方のそれよりも，総じて高くなっているのが知られる。ちなみに，第 ４ａ層































































































図 ６ 	 ＳＤ ５ 出土遺物（Ⅰ39土師器），ＳＤ ６出土遺物（Ⅰ40土師器，Ⅰ41青磁，Ⅰ42白磁），ＳＤ ９
出土遺物（Ⅰ43土師器），ＳＤ14出土遺物（Ⅰ44白磁），ＳＤ16出土遺物（Ⅰ45・Ⅰ46土師器），








































































































































































































































期頃まで確認される〔京都市埋文研編2004　C548B- １ -19；F1432- １ -40～45；B725- １















研編2004　F1432- 3 - １；F1244- 3 -24〕。Ⅰ226は椀で，内外面に灰白色の釉がかけられる。
外面には上絵の植物文がわずかに確認される。また，内面の見込みには目痕が残る。18世
紀全体でみられる椀で，半ばから後葉にかけて多くみられる〔京都市埋文研編2004　



















































































































































































































































































































































































































































































































































　公望は，大正 ２年 ３月22日から ６月末まで，清風荘に滞在する。その後，東京に行った
ものの，同年の10月末には，清風荘にもどるにいたった（17）。公望は，大正 ２年10月28日
から同 ４年 ６ 月27日まで，基本的には京都に居住し，東京に帰ることはなかった（18）。結
局のところ，公望は，主として清風荘において，３年にわたって静養するにおよんだ（19）。






































































































































































































































































































































































　　　　なお，永井和氏によると，大正 ５年から同 ７年にかけては，「少なくとも年 ２回（春と秋）は，
必ず京都に滞在した」とされる。くわえて，大正 ８年には，秋に １回，同 ９・10年には，おの






























































































































































































　近世の遺跡　　黄灰色土（第 ３層）の上面で検出された近世 １，茶褐色土（第 ４層）上

















































































































　第 ３層（黄灰色土）上面が近世の第 １遺構面で，そこで検出した遺構を近世 １とする。
そして，第 ２遺構面の第 ４層（茶褐色土）上面で検出した，第 ３層を埋土とする遺構を，
近世 ２とする。
　⑴ 近世 １の遺構（図版11～16，図40・44～46）





































































　第 ２～ ５列までの下流側 ４列は，第 ３列を除き， １本の横木が渡るだけである。第 ３列
には横木は認められずそれを支えた杭（Ｗ ８・Ｗ ９）のみが残るが，第 ２～ ５列は，およ
そ等間隔で平行しており，これら ４列はいずれも，横木を受ける杭（Ｗ １・Ｗ ２・Ｗ ５・
Ｗ ６・Ｗ ８・Ｗ ９・Ｗ13）の頂部平坦面が標高44.7ｍ台で揃っていて，横木を実質的に １






























































い水流によって，西半が損壊し，西肩も大きく破損・劣化して（図版13－ ４ ，14－ １ ），
堰としては機能不全になったと思われる。この損壊は，第 １列の横木（Ｗ18）の西端があ

























　井戸ＳＥ １ ・ 8・１0　　北壁際中央のＳＥ １は（図版16－ ５ ），井筒が，上部は漆喰，
下部はニヨウマツなどの15枚の板材を縦に組んだ木桶で構成される。検出面の標高は45.1














　ＳＤ １出土遺物（Ⅱ １～Ⅱ32）　　Ⅱ １は，土師器小皿で器壁が摩滅している。Ⅱ ２～
Ⅱ10は陶器で，Ⅱ ２・Ⅱ ３は京・信楽系の椀。Ⅱ ３の外面は，鉄釉の施文後に釉をかけて











































































































































































































































































































































































































（㎡） 遺　　構 遺　　物 文　　献 備　　考






1924 農 学 部 不明 藤本理三郎 石棒 横山・佐原60

















1956 農 学 部 3 羽館　　易 採　　集 縄文土器
1971 農 学 部 4 石田　志朗 採　　集 弥生土器 埋79
1972 農 学 部 5 採　　集 石棒 千葉13









1972 追分地蔵 6 石田　志朗	
中村　徹也
事前発掘 600 弥生土器 石田ほか72，
伊藤99
1972 教 養 部 7 藤岡謙二郎 工事中採
集・実測
縄文土器 藤岡73
1973 農 学 部 8 中村　徹也 事前発掘 13 瓦溜 縄文土器，瓦
（平安）
埋78ｂ 瓦溜埋戻し












1974 農 学 部 12 中村　徹也 事前発掘 800 縄文土器 中村74ａ
1974 農 学 部 13 中村　徹也 事前発掘 800 縄文土器 中村75






1976 農 学 部
ＢＥ33区













1976 植 物 園
ＢＤ35区




34 泉　　拓良 事前発掘 200 近世溝，井
戸，集石
土師器，瓦 埋78ａ
1976 教 養 部
ＡＳ23区





36 宇野　隆夫 試　　掘 10 縄文土器 調77
1976 和歌山県
瀬 戸





































（㎡） 遺　　構 遺　　物 文　　献 備　　考
1977 教 養 部
ＡＱ23区
ＡＮ23区






49 岡田　保良 試　　掘 40 溝 土師器，瓦，陶
磁器
埋79







































60 泉　　拓良 立　　合 高野川旧河
道
埋79
1978 医 学 部	
ＡＮ19区
64 吉野　治雄 立　　合 井戸，溝 弥生土器 埋79，埋80
1979 北 部	
ＢＨ37区
66 吉野　治雄 試　　掘 46 土坑 土師器，須恵
器
埋80











試　　掘 30 中世溝 土師器，瓦，瓦
器
埋80






















79 泉　　拓良 立　　合 瓦（平安） 埋80
1980 本 部	
ＡＴ27区





































1980 教 養 部	
ＡＯ21区





1980 教 養 部	
ＡＭ22区





98 清水　芳裕 立　　合 流路，中世
土器溜
土師器，丸瓦 埋83 遺構実測

































110 浜崎　一志 事前発掘 34 中世土器溜 土師器，瓦，陶
磁器，硯
埋83





















1982 京 都 府	
中 海 道


































































































































































（㎡） 遺　　構 遺　　物 文　　献 備　　考






































































































立　　合 中世土坑 土師器 埋93

































































































（㎡） 遺　　構 遺　　物 文　　献 備　　考
1993 病 院	
ＡＦ12区


























































































































































































































279 阪口　英毅 試　　掘 320 近世土坑 土師器，陶磁
器
埋05 近世包含層





















































































2002 吉 田 南	
ＡＲ25区




















































（㎡） 遺　　構 遺　　物 文　　献 備　　考
2005 吉 田 南	
ＡＰ21区





























331 千葉　　豊 立 合 近世白川道 近世陶器 文09 中世包含層
2006 本 部	
ＡＴ26区


































































































2009 医 学 部	
ＡＱ18区




























2010 吉 田 南
ＡＬ22区
367 笹川　尚紀 立 合 中世溝 文13 中世包含層
2010 本 部
ＡＴ25区
377 伊藤　淳史 立 合 尾張藩邸堀 須恵器，陶器 文13 先史～近世
包含層





























































395 千葉　　豊 立 合 尾張藩邸堀 近世陶磁器 文14
2013 本 部
ＡＺ30区







































2013 医 学 部
ＡＯ20区














（㎡） 遺　　構 遺　　物 文　　献 備　　考



































































2013 医 学 部
ＡＬ17区




415 千葉　　豊 立 合 文15 398地点の
近世道路・
溝
2013 吉 田 南
ＡＰ21区




































































































2015 吉 田 南
ＡＭ22区
446 伊藤　淳史 立 合 文17 中世包含層
2015 和歌山県
瀬 戸























試 掘 5 文19 中世包含層




























458 伊藤　淳史 立 合 古代以前流
路，中世溝































（㎡） 遺　　構 遺　　物 文　　献 備　　考
2018 北 部
ＢＣ33区
464 千葉　　豊 立 合 第1章
2018 西 部
ＡＺ20区
465 千葉　　豊 立 合 第1章
2018 吉 田 南
ＡＲ23区
466 千葉　　豊 立 合 第1章
2018 医 学 部
ＡＭ19区








469 千葉　　豊 立 合 第1章
2017 西 部
ＡＸ20区




ふ り が な きょうとだいがくこうないいせきちょうさけんきゅうねんぽう2018ねんど
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所収遺跡名 種　別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
田中関田町
遺跡
田畑 中世 溝多数　盛土 １ 土師器・瓦器・須恵器
・陶磁器

























































































































































部構内の221地点・357地点の南北道路ＳＦ １などが該当すると考える（図63－ １ ）。
　地域道Ｄや里道Ｅとしたものは，構内遺跡で最も頻繁に検出されている，旧字界や耕地
境界をはしる路面である。このうち，旧聖護院村と吉田村境をはしる病院構内398地点の


















A 計画基幹道 ◎ ◎ 〇 全域 政権 高い
B 幹線道 ◎ ◎ 〇 地方間 地方首長・権門 ｜
C 補助幹線道 〇 〇 △ 地域間 地域首長・宗教権威 ｜
D 地域道 〇 △ △ 地域内 地域住民（村落） ｜
E 里道 △ 地区内 地域住民（部落） ↓





































構内 地点 地区 種別 遺構名 方向 硬化 舗装 掘込 側溝 轍 幅員(m) 遺構時期 分類 報告文献 備考
病西 39 AF14 発 道路跡 NS 〇 〇 〇 4+ 近世 Ｄ 報告Ⅱ
本部 57 AW28 発 SF1 NE-SW 〇 〇 〇 〇 〇 4.5-6 近世 Ｂ S54年報 近世白川道
本部 75・89 AT27 発 SF1 NS 〇 〇 〇 〇 2.5 近世中期以降 Ｄ S55年報
本部 75・89 AT27 発 SF2 NS 〇 〇 近世 Ｄ S55年報
本部 75・89 AT27 発 SF3 NS 〇 2 鎌倉以前 Ｄ S55年報
本部 90 AX28 発 SF1 NE-SW 〇 〇 〇 〇 〇 4.5 18-19 Ｂ S56年報 近世白川道
本部 95・99 AU23 立 路面 近世 S55年報
吉南 111 AP22 発 SF1 NS 〇 〇 〇 〇 2.5 近世 Ｄ S57年報
本部 114 AS21 立 路面 中世近世 S56年報
医部 143 AN18 発 SF1 EW 〇 〇 〇 4 近世後半 Ｄ S60年報
吉南 167 AP25 発 SD1・2 NS 〇 18 1986年報 側溝残存？
本部 168 AX30 発 SF1 NE-SW 〇 〇 〇 〇 4.5 13-15 Ｂ 1986年報 中世白川道
本部 181 AW27 発 SF1 NE-SW 〇 〇 〇 〇 〇 4.5 18-19 Ｂ 1988年報 近世白川道
医部 190 AR19 発 SF1 NE-SW 〇 〇 〇 〇 1+ 近世 Ｂ 1988年報 近世白川道
病東 191 AH19 発 SD1 EW 近世 89-90年報 側溝残存？
病西 192 AE12 発 SF1 NS 〇 〇 1 近世 Ｅ 89-91年報
病西 200 AG14 発 SF1 EW 〇 〇 4 近世 Ｅ 1992年報
医部 207 AM14 発 SF1 NS 〇 〇 2 近世 Ｅ 1992年報
吉南 220 AO22 発 路面 NS 〇 〇 2 近世 Ｄ 1995年報
病西 222 AF12 試 路面 NS 〇 〇 1 近世 Ｅ 1993年報
北部 221 BF34 発 SF1 NS 〇 〇 〇 〇 4 16- Ｃ 1994年報
北部 221 BF34 発 SF2 NS 〇 〇 〇 2+ 14後半- Ｃ 1994年報
吉南 238 AR25 発 段差内ｍ層 NS 〇 2 16-17 Ｅ 1996年報
吉南 238 AR25 発 SD1 NS 1 19 Ｅ 1996年報
医部 248 AN20 発 EW 近世 1996年報 野壺列のみ
吉南 261 AN22 発 SD4 EW 15-16 2000年報
吉南 261 AN22 発 SF1 〇 〇 〇 〇 4 18-19 Ｄ 2000年報
医部 270 AO17 発 SF1 NS 〇 〇 〇 2 18-19 Ｄ 1999年報
医部 270 AO17 発 SF2 NS? 〇 14-16 Ｅ 1999年報


















構内 地点 地区 種別 遺構名 方向 硬化 舗装 掘込 側溝 轍 幅員(m) 遺構時期 分類 報告文献 備考
医部 270 AO17 発 SF3b NS 〇 14-16 Ｅ 1999年報
医部 270 AO17 発 SF4 NS? 〇 14前半 Ｅ 1999年報
本部 277 AT21 発 SF4 NE-SW 〇 〇 〇 〇 3.4 11末-13 Ｂ 2001年報 中世白川道
本部 277 AT21 発 SF3 NS 〇 〇 〇 〇 4-5 11末-13 Ｃ 2001年報
本部 277 AT21 発 SF2 NE-SW 〇 〇 〇 〇 〇 5-6 18-19後半 Ｂ 2001年報 近世白川道
本部 277 AT21 発 SF1 NS 〇 〇 4.2 19末 F 2001年報 帝大道路
本部 296 AU25 発 SF-N EW 〇 〇 〇 〇 〇 3+ 14-15 Ｂ 2002年報 中世白川道
本部 296 AU25 発 SF-S EW 〇 〇 〇 〇 〇 13 Ｂ 2002年報 中世白川道
北部 297 BD28 発 SF1 EW 〇 〇 〇 〇 2 10半-末 Ｂ 2002年報 古代白川道？
医部 298 AR19 発 SF2 NS 〇 〇 〇 3-4 12末13初 Ｃ 2003年報
医部 298 AR19 発 SF1 NE-SW 〇 〇 〇 〇 2+ 13-14 Ｂ 2003年報 中世白川道
吉南 302 AR25 立 SF1 NS 〇 1.2 18 Ｅ 2002年報
医部 308 AP18 発 SF1 EW 〇 〇 〇 3 13-16 Ｄ 2003年報
本部 329f AV24 立 04-06年報 近世白川道
本部 331 AT22 立 04-06年報 近世白川道
本部 336de アV25 立 04-06年報 中世白川道
病西 339 AF14 発 SX1 NE-SW 〇 〇 〇 4 14後半以降 Ｄ 2007年報
病西 339 AF14 発 SF1 NE-SW 〇 〇 〇 3-5 13-14 Ｄ 2007年報
西部 348 AW20 発 SF1 NS 〇 〇 〇 3 18 Ｄ 2009年報
西部 348 AW20 発 SF2 NS 〇 〇 4 15以降 Ｄ 2009年報
西部 348 AW20 発 土堤状盛土 NS ２ 13 Ｆ 2009年報
北部 355 BH31 発 土手状高まり WE 〇 2.4+ 15以降 Ｅ 2009年報
北部 357 BG34 発 SF1 NS 〇 〇 〇 〇 〇 5 15-16 Ｃ 2010年報
医部 358 AQ18 発 SF1 NE-SW 〇 〇 〇 1+ 13 Ｂ 2010年報 中世白川道
病西 379 AH12 発 SF1-2 WE 〇 〇 2.4+ 1620-1650 Ｄ 11･12年報
病西 379 AH12 発 SF2 NS 〇 3+ SF1-2よりやや新 Ｅ 11･12年報
病西 379 AH12 発 SF1-1 WE 〇 0.8+ 18後半 Ｅ 11･12年報
本部 383 AV27 立 近世路面 11･12年報
病西 384 AH15 発 SF1 NS 〇 2 近世後半 Ｄ 11･12年報









構内 地点 地区 種別 遺構名 方向 硬化 舗装 掘込 側溝 轍 幅員(m) 遺構時期 分類 報告文献 備考
病西 398 AH13 発 SF3 WE 〇 〇 〇 1.5 17以前 Ｄ 2013年報
病西 398 AH13 発 SF2 WE 〇 〇 〇 1+ 1680-1710 Ｄ 2013年報
病西 398 AH13 発 SF1 WE 〇 〇 〇 1.8 18 Ｄ 2013年報
吉南 401 AM21 発 SF1･4 NS 〇 1 15-16 Ｄ 2014年報
本部 403 AT22 発 SF1･2 WE 〇 〇 〇 〇 〇 5.8 13と18 Ｂ 2014年報 中近世白川道
本部 404 AU27 発 SF1 NS 〇 〇 1.5+ 鎌倉以前 Ｄ 2014年報
吉南 428 AP23 発 SF1 WE 〇 〇 4.5 近世 Ｅ 2015年報
熊野 435 ZZ18 発 路面SF1 NS 〇 〇 1+ 19 Ｄ 2017年報
関田 455 発 盛土 NE-SW 13-15 本年報 盛土のみ














	 　 1 	 京都大学吉田キャンパスの地区割と調査地点








































































1 　ＳＸ 2第 1列最下部の横木と西側の横板（北から）
３　ＳＸ 2東肩の縦置きの板（西から）
2　ＳＸ 2第 1列の辺材（北から）
４　ＳＸ 2第 2～ ５列の杭（南から）
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